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荒波に打ち勝って（ヨハネ6:16-21）いのち優先（ヨハネ6:60-63）
私たちが毎週、礼拝に来ることができ、神様のメッセージを聞くということを通して、幸いだなあと皆が思わないといけません。そうしたくてもそうできない環境にいる人も少なくありません。もし毎週の礼拝で語られるメッセージがみなさんによく聞こえて、それをかみしめることができれば、私は信じているし、また、約束します。皆さんの人生は、だれも止められない勝利の人生になるはずです。ほかにいろいろな大変なきついことが要求されるわけではありません。毎週語られるメッセージをしっかり自分のものにして、それをかみしめることができ、そのみことばと自分とマンツーマンで突っ込んだフォーラムができるようになれば、皆さんは、能力と今おかれている社会的な身分などと関係なく、必ず輝く人生を歩くようになるでしょう。しかし、なぜそれがなかなか思い通りにうまくいかないのかといいますと、いろいろな理由がある中で、私たちが今まで当たり前にしていたものが、実は勘違いだったのだということに気づいて、そこを覚悟を決めて、しかも喜びをもって修正していかなければいけないのに、神様に恵まれていのちの祝福が与えられているのにもかかわらず、なかなか今まで当たり前だった ものが今でも当たり前なのです。そこが修正されないといけないのに、そのためのみことばなのに、なかなか実際には修正されないのだなということに目をとめていただきたいと思います。

今日の聖書を通しても、神様は私たちにそのようなこと語りかけていらっしゃると思います。今日の聖書は、みなさんも御存じのように、２匹の魚、5つのパンをもって、イエス様が 5000人以上の人を食べさせる、そのような奇跡を起こされるようになりました。それで皆がイエスさまの奇跡によってパンを食べて満腹になりました。「いいな。幸せだな。あのイエス様はすごい方なのだね。イエス様さえいれば私たちはハッピーではないのか」と思って、必死になってイエス様についていくことになったのです。その時にイエス様が、お話しをされました。実は、２匹の魚と5つのパンをもって、あなたがたに食べさせたというのは、奇跡は奇跡なのですが、それはわたしこそがいのちのパンだということをあなたがたにわかってもらうためにやったことなのだ。そのパンは食べても、またはおなかがすいて、またパンを求めないといけないでしょうけれども、わたしがいのちのパンで、わたしを食べるものは 永遠のいのちにあずかるようになる。これが本当の祝福なのだというお話しをされたのです。パンを食べて感激して満腹になってハッピーだなあと思い、イエスさまはすごいなと思い、イエスさまを見上げている人に対して、そのような本当のお話しをされたときに、彼らが「これはひどい話しだ。意味がわからない。」という反応を示したわけです。その時に、イエスさまがおっしゃった言葉です。この話しがわからないと、私が後で天に昇られることを見たときにはどうなるでしょうか。そうお話ししながら、話しが全く分かっていないのだね。通じないのだね。メッセージが届かないのだね。その理由についてこのようにおっしゃいます。いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらすことはありません。これはどういう意味なのでしょうか。これを通して、今の私たちにクリスチャンのあなた方がこの部分に対してぜひ修正しなさいと訴えていらっしゃるわけです。イエスさまが、いのちを与えるのは御霊で、肉はなんの益にもならないとおっしゃった意味が何かというと、あなた方はパンを食べて満腹になって、それが幸せだと思っている限りは、話が中々聞けないのだねということです。それを肉というわけです。本当の幸せではないものを、肉による祝福が幸せだと思っている限りは、本物の祝福、本物と幸せは目に見えないのだね。残念だね。それは勘違いなのだよ。あなた方は満腹になって肉的にうまくいけば、それでいいです、それで幸せだと思っているのですが、それは勘違いなのです。その勘違いのままでは、本物といのち、本物と宝は聞こえてこない。修正しなさいとおっしゃっているわけです。でも、残念ながら、自分の小さな経験でも、自分もそうだったし、多くの教会がこの肉の祝福をあおって人々に感激を与えて、それで人々を呼び止めて、人数を増やそうとしているのです。それを修正しない限りは、結果的に、ひどいのだね。メッセージなんかどうでもいい。この教会はメッセージばっかりで、私とは合わない。あるいは、様々な口実をつけて教会から離れることになります。今の時代は、そのような時代にもう突入しているわけです。聖書の預言通り、終末の時代には、自分の耳に甘いことばかり求めて、それを話してくれる牧師だけを雇う時代が来ると言われたその通りになっています。
残念ながら、皆さんはそのような方ではないのに、毎週教会に来て礼拝をささげているのに、その毎週のメッセージがいのちのことばになって自分のものになり、かみしめるものになり、力となり、いやしとなるはずなのになぜでしょうか。もしかして彼らのように満腹になることが中心になっていないでしょうか。もしかしたらそれが目標になっていないでしょうか。それがすべてではないでしょうか。教会に 20年、30年通っている方が、大体理論的に分かっているので言葉ではそのように云いません。主の栄光のために…と言いながらも、実際、中心は、肉が中心ではないでしょうか。肉というのは、この体を意味するのではありません。神を無視して、神を排除した人間のすべての生体を肉というわけです。こうなると実は、私たちは肉が中心になることが当たり前になるしかありません。なぜかというと、生まれながら神さまのことを知らないで、神から離れて生まれて、それで見て経験して教わって身についてきたものではないでしょうか。それを肉というわけです。それが中心なのです。肉が中心である以上、いのちのことばは耳に入ってこないのです。修正しなさい。その修正する部分ですが、私たちが何を当たり前に思っていたのか、少し考えていきましょうか。
肉を基準にしたその人の本性、本能的にそういうことをもって生れて生きてきました。ですから、肉的にうまくいくこと、肉的な繁栄が祝福だと当り前に思っていたわけです。例えば、人間を見る時にも、ものすごくまじめで誠実な人間がいい人間だと評価します。どうでしょうか。これを肉というわけです。神さまのことは全く関係なく、霊的な事実とは全く無縁でまじめで誠実な嘘をつかないで、人に迷惑をかけない人がよい人間だと評価するでしょう。それが中心なのです。そうなると、メッセージは聞こえません。修正しないといけません。でも、私たちにはそれが当り前な真理のようになっているのではないでしょうか。経済的に物の面において豊富で豊かに裕福になればそれで幸せとなっているでしょう。別に貧しい方がよいというわけではありませんけれども、それが基準なのです。肉が基準で幸せを評価しているのです。社会的にほかの人より成功して高い地位に就くようになりました。もちろんその結果、社会に貢献できるし、多くの人を助けることができるかもしれません。良いこともいっぱいあるでしょう。そのように社会的な成功を誇りに、自慢に思うようになります。当たり前に。そのような評価なのです。なぜそれが自慢でしょうか。なぜそれが誇りでしょうか。経済的に裕福なことがなぜ幸せなのでしょうか。肉が中心であれば、当たり前なのです。
もう一つ、私たちにデリケートなテーマですが、病気でいるよりは元気な方がよい。あまり病気をせずに元気な方が、あまり病気をせずに健康に過ごすこと、それが生きるための武器なのだと思っています。ある人は、元気さえあれば何でもできるというのですが、健康であることが人生を生きるために武器になっているのです。そういう面が全くないわけではありませんが、なぜ当たり前にそう思うのでしょうか。肉の繁栄、肉的にうまくいくことが祝福だと思っているからです。そうすると、当たり前に肉的にうまくいくこと、肉の繁栄が目標になるしかありません。そうでしょう。それが目標なので、誠実な人間になるために、裕福になるために、成功した人間になるために、健康になるために、それを目標にして努力を重ね、熱心で頑張り、勉強もそのためにやるし、大学もそのために選ぶし、結婚もそのためにあるし、仕事もそのためにあるし、職場もそのために通っているし、そして、しいていえば犯罪もそのために犯すわけです。それが目標なので。どうでしょうか。いま私たちはそのように生きてきているのではないでしょうか。いのちを与えるものは御霊であり、肉はなんの益にもならない。それは肉的なことをまったく無視する、軽蔑する話ではありません。でも、肉的において本当に祝福なのでしょうか。ほかの人より社会的に成功すれば、それが誇りで自慢なのでしょうか。クリスチャンの私たちは、真剣に問いかけなければいけません。自分の経験では、50年教会に通ってそのまま死ぬことがあっても、なかなかこの部分は変わりません。旧約のイスラエルの民も最初から最後まで結局は滅びることになりました。この部分が変わらないのです。打たれても変わらないし、奇跡をみても変わらないし、律法を与えても変わらないし、変わらないのです。何のために良い大学に入ろうとしているのでしょうか。結局、そうなると普通の人は当たり前で、残念なのはクリスチャンでも肉的にうまくいくこと、肉の繁栄が答えだと思うわけです。本当にそうでしょうか。イエスさまはおっしゃっています。食べて満腹になって、カナンに向かっていのちを与えるのは御霊です。肉は何の益にもならないというのは、肉的にうまくいくこと、どんなに食べて満腹になって幸せと感じて思っていても、それはほんとうの祝福、いのちの祝福とは無関係なのです。そういう話しです。
それからもう一つは、満腹になっていること、それが彼らは基準で目標なのです。イエス様についていった理由も、人生最後まで自分は満腹になれるのではないか、満腹になること、肉的にうまくいくこと、肉的な繁栄、それが目標だったので付いてきたわけです。肉的な繁栄、肉的にうまくいくこと、それが基準で目標であるかぎりは、いのちのことばはシャットアウトされるものなのです。せっかく教会の礼拝に来ているのにもかかわらず、聞こえないのです。だから、瞼が重くなるのです。頭の中がぼうっとなります。裏返しますと肉のものでいっぱいなので、みことばを聞えないようにする奴が、それ
をよくも遊び場にして、しっかり座り込んでいるのでぼうっとなるしかありません。非常に悔しいことなのです。いろいろなこともあって、夜に寝ることができない。そのような事情もあるでしょう。それで眠くなった。そういうことはだれにでもあります。それとこれとは全く違う話しです。この話しはひどい。牧師の話しを毎週聞くたびに、すばらしいね。牧師が話すからではなくて、神のことばはなるほど！となるか、ひどいな。意味わかんないとなる。どっちなのでしょうか。日曜日に礼拝に行くのも、ひどいな。でも行かなきゃ。そのように律法的に行く。そうすると、来ないよりはいいかどうかわかりませんが、ストレスで健康にあまり良くないでしょう。それでも来ないよりは、来ていて神様の時刻表になって、雷みたいな何かの恵みがあって、それで 耳が開かれてメッセージが聞こえてくるときがあるかもしれないので。でも、クリスチャンというのは、イエスさまが皆さんのために血を流された尊い体などで、いのちのみことばが聞こえてくるはずなのに、イエス様を信じたのにもかかわらず頭のどこかで、心のどこかでは肉が中心なのです。
　そして、悪い思いでそう思っているのではなくて、今までそれが当たり前だったので、少し突っ込んで向き合わなければいけないのに、なにも検討せずに当たり前に思っているからです。肉的に繁栄して、肉的にうまくいけば、それで幸せ、祝福なのでしょうか。イエス様がおっしゃっている内容はこれです。人生を正しく理解すれば、人生の真実が何かを本当にわかっていれば、そのようには思えないでしょう。そうするわけにはいかないのです。私たちはこの真実が分かっているのではないでしょうか。人間というものは、肉的にどうなるか以前に、神のかたちに造られて、神が息を吹き込んで、神の霊がともに宿る、神様と一緒にいて幸せなものなのです。それをいのちと言います。神様は人間にいのちを与えられました。しかし、残念ながら、目に見えない悪魔、サタンに惑わされて、神様との約束を破って、罪を犯してしまい、このいのちを全部失うことになりました。いのちを奪われることになったのです。神から離れ、神を知らない、神様なんか気にしない、そのようにたましいが死んだままの状態になってしまいました。いのちがないということなのです。いのちがない、いのちを失った結果が何かというと、認めたくないでしょうけれども、肉的にその人がまじめな人間なるか、裕福になるか、貧しくなるか、犯罪者になるか以前に、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者なのです。根本的に、悪魔に属していて支配されるものになりました。いのちを失った結果です。ですから、聖書には、それを自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるのだと書いてあります。肉的にどうなるか以前に、たましいが、根本的な状態がこういう状態なのです。それで人生を生きるときにも、その結果、肉のことばかり考えて、悪魔、サタンが作りあげた世の流れに従って、世の風習に従って、偶像崇拝や宗教やヒューマニズムなどに従って人生を生きるしかありません。その中でも、いつでも死の恐怖につながれて人生を生きるしかないのです。ですから、どんなに頑張って、肉的にどう違うかは関係なく、すべての人が、疲れて重荷を負って人生を生きるしかありません。そのまま人生が終わると、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっています。ハーバード大学に入るか東京大学に入るか、総理大臣になるか、あるいは刑務所に入るか、肉的にどうなるかと関係なく、すべての人は、罪を犯したので、このような滅びの運命をたどり、滅びの運命の中で永遠の地獄に行くしかないようになっています。誰がでしょうか。ひとりも例外なくすべての人がです。そうであれば、肉的にどうなるかにものすごくデリケートに当たり前になっているでしょうけれども、人生最高のテーマは、肉的にうまくいくかどうかではなくていのちなのです。
いのちは何でしょうか。人間の存在の意味である、創造主まことの神様と出会い、神様と一緒になり、そのためにどうにもならない罪が許されて、罪によってもたらされました滅びの運命、のろいの運命、悪魔のしわざから完璧に解放されること、それを救い、いのちと言います。これが人生最高のテーマなのです。これに対して、肉的にうまくいくこと、まじめな人間になり、経済的に裕福になり、成功をおさめ、ものすごくぴんぴん元気だとしてもこれっぽっちも役に立たないし無関係なのです。肉的なことを無視する変な思想ではありません。ここをしっかり見分けないといけません。ですから、人生最高の答えは、肉的にうまく行くことではなくて、極端な場合は、肉的なすべてがつぶれること、失うことによって、いのちが得られることが人生最高の答えであり、その道は唯一最初から約束されましたメシヤキリストしかいらっしゃいません。神様と出会うまことの預言者。悪魔とのろいの力を完全に打ち破って勝利なさるまことの王様。私たちの罪を完璧にきよめられるまことの祭司であるキリストを神様は約束されました。キリストこそが、人生最高の答えなのです。しかもキリストの他には道がないので、キリストOnlyが最高の答えであり、喜び中の喜びは、そのキリストが実際に世に来られてすべてのいのちの働きを終えられて、完璧に完成なさいました。その方がイエス様です。十字架の復活によって、イエス様がキリストだということが答えなのです。それが喜びです。そこにのみ希望があります。イエス様はキリストなのです。これこそが人生の幸せであり、喜びなのです。ですから、肉的にどうなるかとは全く関係なく、神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためであります。このイエスがキリストであることを心から歓迎して、信じる信仰、肉的なこととは関係ありません。

信仰こそが最高の答えです。信仰こそが最高の祝福なのです。ローマ1：17、義人は、信仰によって生きるとあります。人生の真実が分かれば、食べて満腹になったことを基準にして、いのちのことばを拒否するという愚かなことはしないでしょう。でも、人々は、肉を中心にして生きることは、生まれながらの本性であり、当たり前に慣れているので、彼らは彼らでいいのです。クリスチャンの私たちでさえ、いのちのことばを聞いて、毎週メッセージによって恵まれて変わり、現場で光を放つ輝く人生になるはずだし、それがすべてできる存在に整えられているはずなのに、いまでも肉が中心なのです。肉的にうまくいけば感謝で、祈りの課題も肉的にうまくいくように、大学に合格させてください。昇進させてください。元気を与えてください。それをないという意味ではありません。あっても意味が違うのです。そこで毎週講壇からイエス様が、わたしがいのちのパンだよ。大学の合格ではなくて、わたしが幸せなのだよ。健康が幸せではなくて信仰が幸せなのだとおっしゃると、「ひどいね。私の求めることとはまったく違うな。いつまで耐えられるか」。修正してください。皆さん、肉的なこと、結婚すること、勉強することをどうでもいいという話ではありません。先ほども申し上げましたように、いのちとは、本物の祝福とは無関係な内容です。肉的ないろいろなことを動かして、本物の幸せを持っていくためのプロセスであり、そして、この本物の幸せは他の人にも伝えるためのその道具に過ぎないものなのです。死んで皆さんの名誉、皆さんの財産、皆さんのプライド、全部持っていくつもりなのでしょうか。死ぬと終わりです。肉の繁栄は、世の中では鉄則でしょうけれども、基準でもないし祝福でもないし、目標でもないし答えでもありません。これが嫌な方は、続けられません。それでもイエス様のほうから迷うわけにはいきません。ここにのみ本物のいのちがあるわけですから。私がいのちのパンだよ。何を言っているのか。イエス様を信じることが答えです。それが幸せです。
そういう意味で、皆さん、ぜひ修正をしていただきたいと思います。まずは、信仰の動機に対してです。ここに書いてあるように、ここは食べて満腹だから、少し下品のように思われるかもしれませんが、先ほども申し上げましたように、まじめに誠実な人間になるとか、そのために信仰するのでしょうか。もうやめてください。それはお寺でやるものなのです。それはどこかの更生施設でやるものです。信仰の理由は、それではありません。もっと豊かになるためでしょうか。もっと良い大学に入るために、イエス様を信じてお祈りをしているのでしょうか。信仰の動機をチェックしてください。もちろん私たちは、肉的なものがきっかけにはなります。私もそうです。病気になって家庭の問題があり、人に裏切られて寂しい思いがあり、精神的な問題がある。それらはきっかけになって、この福音と出会えるようにはなりました。でも、それはきっかけなのです。いのちへと導かれるプロセスのものなのに、いつまでたってもそこにずっと留まっていてはいけないでしょう。だから、信仰の動機は、いのちです。肉的なきっかけにとどまっていてはいけません。

そして、その動機を変えたときに、これから人生そのものをいのちを中心にしていくようにしましょう。いのちを優先するというのは何かといいますと、肉的な状況と関係なく、いのちそのものを感謝するということです。いのちあることが幸せなのです。そして、そのいのちを味わうことを優先にするようにしましょう。肉的なパワーがパワーではなくて、このいのちを味わうところから、本物のパワーが生まれるのです。死の影の谷を歩いていても、私に乏しいことはありませんと言えるパワーが、満腹でもお腹がすいていても、どんな状況でも、刑務所の中でも外でも、人に認められても無視されても、そういうことと一切関係なく、契約の道を突き進むことができる。そのパワーは、いのちの祝福を味わうところから生まれるのです。肉的ないろいろなことに制限されずに、これを優先にしましょう。

それから、いのちを生かすことを優先に、目標にしなければいけません。肉的に繁栄することが目標ではありません。子どもが順調に育って、良い成績を治めるから、それが目標である場合は、それでハッピーでしょう。でも、目標も、いのちを生かすことが目標であれば、どんなに給料をたくさんもらって安定していても、親の心は痛いわけです。祈るしかないでしょうけれども。皆さん、子どもが肉的にうまくいけば、それで感謝でしょう。そうでないと悲しいでしょう。いのちの基準などは何もないのです。逆に肉的にうまくいくから、いのちからどんどん離れる、薄れることであれば、神様は肉的な物を全部奪ってでも、いのちの祝福に気づくようにしてくださいと祈るのが親の愛ではないでしょうか。でも、私たちは、なかなかそうはなりません。なぜなら、いまだに、当たり前に肉が中心なのです。肉の繁栄こそが神様から与えられる祝福であり、神様は肉的に繁栄するものを神様も喜ぶと、勝手に勘違いしているからです。とんでもありません。皆さんは神様でしょうか。そして、肉的なものに対しては、先ほども申し上げましたように、無視するものではなくて、それがこのいのちを中心にして勝利の道を歩んで行くうえでの手段であり道具なのです。つまり、肉的なものが目標とか基準ではなく、位置づけを変えなければいけません。道具なのです。道具というのは、肉的なものに縛られてはいけないのです。そういう意味では、まずは、ちりあくたなのです。なにも縛られることはありません。どうなってもかまわないのです。まじめなのか、ふざけているのか、かまわないのです、まずは。いのちの祝福があれば。それは、ふざけても良いという話とは違います。縛られてはいけません。なぜ縛られるのか。なぜそれでいつも良い悪いと判断するのか。いまだに肉のものが基準だからです。なぜそれが基準なのでしょうか。縛られてはいけません。
そして、正しく位置づけをして、聖別しなければいけません。つまり、大事なもの、貴重なものを見ないといけません。勉強も結婚も財産も、それはどうでもいいではなく、まずはちりあくたなのですが、それが聖なる事のために、いのちのためにあるものとして位置づけを変えていかなければいけません。そうすると、今まではちりあくたしかならなかったものが、聖なるものに変わります。変わるので、その肉のものに対して、そういう意味合いを持って、最善を尽くすようになります。クリスチャンが信仰のゆえに、肉的な部分はふざけてもいい…それは聖書の教えではありません。だからといって、それに縛られることも聖書の話ではありません。それで聖書は、肉的なすべてのことに対して、管理人と私たちを呼んでいます。管理人です。自分は主人でもないし、肉的なものは目標でもありません。何のためですか。いのちのための道具なのです。だから、貴重なものでしょう。目標だから、貴重ではなくて。レムナントにもこれを突っ込んでフォーラムをしたいと思います、本当は。レムナント同士でも教師ともそのようなフォーラムが必要なのです。適当に過ごしで大学に入って社会に出てしまうと、そこへ修正されていなまま行くと、そこは専門の世界ですから、信仰もいのちもどうでもいいとなってしまいます。いまのうちに、肉的に繁栄は、どうでもいいよ、まずは。しかし、それはいのちのために許されているものであれば、それも神のものだから大事にしないといけない。そこでサミットになるために祈りつつ最善を尽くそうということと、それが目標になって最善を尽くすこととは、よそから見ると似ているように見えるでしょうが、みことばを語ってみると分かります。一つは、ひどいね。一つは、なるほど。そうなります。
皆さんは、毎週礼拝を通して語られるメッセージによって十分恵まれて勝利できるはずです。皆さんの動機や中心、目標などがどうなっているのか。肉のものを皆さんはどのように理解して、どう位置づけしているのかということを吟味して、だれかに発表するわけではありませんが、皆さんが神の前で祈りつつ、歯を食いしばってでも修正していきましょう。いのち優先のクリスチャンになるようにしましょう。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス様の奇跡を見て食べて、その恩恵によって満腹になったにもかかわらず、いのちの祝福の正反対の方向に走っている群衆を今日、確認しました。肉に対して正しい理解をもって、いのち優先の信仰に歯を食いしばってでもしっかり立って、それを邪魔する肉を中心にして当たり前に刻み込まれているものに対してブレーキをかけて修正していけるように、聖霊様が助けてください。皆が、それぞれの現場において、証人としても用いられるように、主が整えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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